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小
糸
川
の
変
遷

昔 、
小
糸川は
子
供た
ちの
遊び
場で
あっ
た 。
水
遊び
ゃ
水
泳をした
り 、

魚を
釣っ
た
り 、

そ

れは
子供た
ちの
連
体
感や
友好を
育て
る
など 、
情
操教育の
上
か
ら
も効
果が
あっ
た 。

との
川に
対する
思い
出は 、
皆 、
それ
ぞれに
深い
もの
が
あろ
う 。

ふ
るさ

人
見に
関係の
深い
川とい
えば
もち
ろん
小糸川だが 、
その
小糸川
も昔は
もっ
と
大
堀
側を

流れてい
たの
で
ある 。

房総の
屋
根とい
わ
れる
清澄山 、
鋸山 、
鹿
野山の
北
側を
蛇
行し
なが
ら
流れる
小糸川は 、

清
和地
区に
端を
発し 、
小糸地
区を
縦断して
君
津の
町に
入
り 、

その
聞の
支流を
合
流して
東

京
湾に
注い
でい
る 。
総
延長八
0キロ
メ
ートル 、

流域
面
積一
四八
平
方キロ
メ
ー
トル

のこ
の

川は 、
潅概用水な
らび
に
工
業用水
源と
して
重
要な
役
割を
果た
してい
るが 、
関東大
震災ま
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で
は
曳船によ
る
物
資
輸送の
動
脈で
も
あっ
た 。
そして 、
平
常は
緩や

か
な
流れの
静か
な
川だが 、
ひ
とたび
豪雨と
な
れば
下流の
低地
地域

に
大
洪水を
もた
ら
す
暴君で
も
あっ
た 。
堤
防 、
その
他の
河川土
木
技

術の
進
歩で 、
今日こ
そ
川が
流れを
変えるこ
と
は
少ない
が 、
昔は
人

為的な
操作がで
きず 、
小
糸川
も
幾度と
な
く
流れを
変え 、
今日にい

たっ
てい
る 。

調査によ
る
と 、
今か
ら
約一 、
二
(ハむ1一 、
三
O
O年
前 、
小
糸川

の
流れは 、
現
在の
松川
橋上
流の
君
津地
区
内は
今と
大差
なかっ
たよ

うだが 、
三
直 、
外
箕輪 、
杢
師を
経て
久
保の
地
積へ
入
ると 、
上
川田 、

中川田 、
下川田と
現
在よ
り

ずっ
と
北方を
迂回し 、
中
野の
上
川田 、

下川
田 、
沢尻か
ら
釜
神の
東
側で
江川と
合
流 。
上
湯
江 、
下湯
江 、
江

口 、
神田 、
古川
跡 、
根田か
ら
富
津の
大
堀 、
大
溝 、
青
木さ
らに
川
名 、

篠部を
経て
東
京
湾に
注い
でい
た 。

それか
ら
約一 、

Oハむ年以
前に
は 、
久
保の
鹿
島台の
南
富
吉北辺

一
帯を
流れ 、
中
野の
沢尻 、
曲目 、
西川
田 、
新川田か
ら
下
湯江の
外

割(
現
在 、
江川の
出合っ
た
水
揚げ
場所
附近)
を
通っ
て 、
下河
原か

ら人
見の
東河
原 、
西
河
原 、
下
新田を
経て
中
橋附近か
ら
大
堀 、
大
溝

を
通り 、
以
前よ
りや

や
北に
寄っ
て
末川を
流れて 、
鯨洲の
東か
ら
海

に
注い
でい
た 。

ま
た 、
七
001八
ハむ年以
前に
は 、
中
野の
曲目の
上か
ら
釜
神の
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芝・
二
軒屋の
西
側よ
り
中
富の
江川
端 、
古川
跡 、
門樋下 、
南川
原 、
西
宮下を
経て
下
湯江の
入

地と
中
富の
新川
端の
堺
附
近を
貫き 、
中
野の
新川田か
ら
外割に
流れたこ
と
も
あるよ
うだ 。

その
あと 、
中
富の
西
宮下か
ら
下
湯
江の
中割 、
下
河
原を
通り 、
人
見の
新川田 、
鳥
居戸 、

押
堀を
経
由して
中
橋附近か
ら
大
溝を
通り 、
前の
川
筋よ
りいっ

そ
う

北に
そ
れで
東
京
湾に
注

い
だこ
と
も
ある 。

さ
らに
今か
ら五
(δ
よハ
ハむ年
前と
思わ
れるこ
ろ 、
金
堀か
ら
東河
原 、
古川
跡 、
門樋下 、

南川
原 、
溝上の
南
部を
流れたが 、
金
堀
東
河
原の
あた
りはし

だい
に西へ
移
動して 、
砂田 、

古川
跡か
ら
下
湯江の
古川
跡の
あた
りを

通り 、
中
富の
西
川
跡 、
下
湯江の
下
川田か
ら
中割の

外割
寄りを
流れ 、
およ
そ三
OO年
前に
は
今の
水
筋に
近くなっ
た 。
しか
し 、

下
河
原附近は

北へ
移動して
伽藍に
近づ
き 、
人
見の
高芝に
押さ
え
られて
南に
曲が
り 、

笹塚の
台地に
突き

当たっ
て
人
見の
新川田
あた
りの

流れは
北に
変わ
り 、
中
橋附
近か
ら
大
堀に
入っ
たの
が
字上

川の
北部 、
つ
ま
り

現
在の
喜楽
館
附近に
移動して 、
大
堀と
人
見の
境界あた
り
を西へ
流れ 、

い
わ
ゆ
る
現
在の
本
流に
近くなっ
た 。

こ
の
よ
うな

変
遷で
もわか
るよ
うに 、
中
富は三
方を
川に
固ま
れ 、
洪水の
たび
に
耕地は
荒

らされた 。
こ
の
ため
地
形は
変化し 、
住
民の
困
窮
も
甚しかっ
たの
で 、
地
頭の
大
草
平
内を
通

じて
上
訴してい
る 。
しか
し 、
こ
の
願い
は
なか
なか
聞
きい
れて
もら
え
なかっ
た 。
が 、
元
禄

一
五
年に
はこ
の
願い
が
通じ 、
中
富の
金
堀の
川口
を
閉ざし 、
新たに
下
湯江の
入
地まで
掘
削

して
人
為的に
川
筋を
変え 、
江川と
分
離して
流
すこ
とに
成功した 。
とこ
ろが
年が
たつ
につ

れて
川
筋は
北へ
北へ
と
中
野の
境界
寄りに
移
動し 、
現
在の
川
筋に
なっ
たとい
う 。
ま
た 、
下

流も
大
堀の
神明
神
社
境内側に
強く
打ちつ
け 、
その
は
ねか
える
水
勢は
やがて
人
見神
社側の
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土
を
削り 、
その
流れは
現
在の
川
筋に
なっ
た
とい
わ
れてい
る 。

その
後 、
小糸川はしだい
に
川
底が
浅くな
り 、

堤防もほ
ぼ
整っ
て
きたの
で 、
川
筋を
変え

るよ
うなこ
と
は
な
くなっ
た 。
まさ
し
く
自
然の
驚異を
痛
感させ
る
河川の
変
遷
史で
ある 。

E 

糸
川
河
) 11 
工

事
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-(

 小
糸
川
河
川
改
修
工
事

日ご
ろは
楚楚と
した
小糸川
も 、
ひ
とたび
大雨に
襲わ
れると 、
下
流の
低地
地域に
大
洪水

を
もた
らし 、
その
被害は
甚大で
あっ
た 。

こ
うしたこ
とか
ら
県
直営工
事
第一
号と
して
小糸川
河川
改修工
事が
計画さ
れたの
は 、
終

戦の
翌
年
すなわ
ち
昭
和二一
年一
二
月で
ある 。
そして
諸
資材の
搬入
を
終わ
り 、

人
見
神
社下

の
鉄
橋附近か
ら工
事が
開始さ
れたの
は二二
年二
月ご
ろで
ある 。
しか
し 、

戦
後の
混
乱の
な

かで
資材の
盗
難が
あいつ
ぎ 、
ま
た
思
想的に
煽動する
輩た
ちによっ
て
工
事は
難
航した 。
こ

の
重
大な
事態を心
配し 、
工
事就業
者の
説
得 、
その
他 、
全
面的に工
事の
進
捗を
支援したの

はと
虐の
町長鈴
木誠一
で
あっ
た 。

こ
れによっ
て 、
築
堤
総量二
五六 、
八
四
六
立
方メ
ートル
とい
う
小糸川
河川
改修工
事が 、

八
年四ヵ
月の
歳月をか
けて三
O年三
月
末に
完成した 。
そして
以
後は 、
昔の
よ
うな
洪水に

よ
る
被害はほ
とん
ど
な
くなっ
た 。
なお 、
同河川
改修工
事は 、
当
初 、
人
見
橋附近か
ら上
流

ろくさん
の
六三
橋までの
計画で
あっ
たが 、
途
中 、
計画を
変
更し 、
上
流は
久
保・八
幡地
先で
打ち
きり

その
代わ
りに

人
見
橋か
ら
海に
向か
う
両
岸の
護岸工
事が
追加さ
れた 。
小
糸川
河川
改修工
事

巧ttJ
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の
概要は
次の
とお
りで
ある 。

【
小糸川河川改修工
事概要】

wv
着工H
昭
和二一
年一
二
月一
日

wv
竣工H
昭
和三
O年三
月一一一一
日

wv工
費H一
億八 、
三
八二
万四
千
円

wv工
事内容

-
延長H
右
岸五 、
六八
六
立
方メ
ー
トル 。

左
岸六 、
四四
七立
方メ
ー
トル 。

築堤H二
五六 、
八四
六
立
方メ
ー
トル 。

なお 、
小糸川
河川
改修工
事の
進
行に
伴っ
て 、
橋の
架けか
えや
新設
も
行なわ
れるこ
とに

なる 。
同
小
糸
川
災
害
復
旧
工
事

小
糸川
河川
改修工
事によっ
て 、
小
糸川の
洪水によ
る
災
害は
ほ
とん
ど
な
くなっ
たが 、
昭

和四
五
年に
未
曽
有の
集中
豪雨に
襲わ
れ 、
小糸川が
大
氾
濫した 。
こ
の
ため
県は 、
同年八
月

に
小糸川
災
害
復旧工
事を
決定し 、
人
見橋よ
り
中
村
橋までの
総
延長一
万二 、
一
六
七メ
1ト

ル
を
総工
費三
O億三 、
九三
O万
円で
施工 、
昭
和四
九
年九
月末に
完成した 。

なお 、
災
害
復旧工
事に
当たっ
て
は 、
人
見地域をは
じめ
小
糸川
流域の
人た
ちが
先祖
伝
来

の
土
地を
提供する
など 、
協力を
惜し
まなかっ
たこ
と
を
付け
加
えて
お
きたい 。

同
君
津
製
銭
所
の
進
出
と
工
業
用
水

八
幡
製鎖
倒(
現
新日
本
製織)
が
君
津へ
進出
するに
当たっ
て 、
もっ
と
も危
倶したの
は「水」

の
問
題で
あっ
た
とい
う 。
い
わ
ゆる
鉄の
製
造に
当たっ
て
は
大
量の
水を
使用
するわ
けで 、
同

� .- ....�-�縄海ι唱和、
-'，-.-・時一 h 

氾濫する小糸川

258 

集中豪雨で決壊 し た堤防



社で
は
当
初 、
千
葉
県へ
日
量四五
万立
方メ
ートル

を
要
求してい
る 。
そして三
六
年六
月か
ら

千
葉
県土
木部とタ
イアッ
プ
して
工
業用水の
裏
付調査を
精力
的に
実施した 。
こ
の
結
果 、
小

橿・
小
糸・
湊三
河川の
上
流にダム
を
作り 、
さ
らに
中流調整
池を
設けるこ
とで 、
四五
万立

方メ
ートル

は
無理に
して
も 、
三五
万立
方メ
ー
トル

は
確保で
きる
とい
う
見通し
をつ
け 、
進

出を
確定
するこ
とに
なる 。

昭
和三
六
年九
月 、
千
葉
県建
設
事
務所を
設
置した八
幡
製鎖
倒で
は 、
工
場建
設の
準備を
進

め
る一
方 、
工
業用
水
確
保につ
い
て
も「小糸川
沿
岸土
地
改良
区」
と
精力
的に
交渉を
重ね 、

三
八
年一
O
月一
九
日、
同
改良
区と
「小糸川工
業用水
取水
協定」
を
締結した 。
協定の
内容

は 、
毎秒0・
三
五
立
方メ
ートル

以内(日
量三
万二
四
O立
方メ
ートル

以
内)
の
取水を
認め 、

さ
らに
小
糸川
沿
岸土
地
改良
事業および
小糸川
沿
岸の
潅
甑に
関する
既
得の
水
利に
支
障を
及

ぼ
さ
ない
限
度内で 、
生
産
規模の
拡
大に
応じて 、
逐
次 、
小
糸川か
ら工
業用水を
取水で
きる

とい
う
もの
で
あっ
た 。

こ
の
協定に
基づ
い
て
同
社は 、
取水
地
点を
小糸川
河口
の
上
流一 、
七
0
0メ
ー
トル

の
左
岸

(人
見地
先)
に
決定 。
取水
堰をは
じめ
水
道各施
設の
建
設を
突
貫工
事で
完成して 、
四
O年

四
月の
冷
延工
場の
稼
動に
間に
合わせ
た 。
なお 、
現
在の
新
取水
堰が
完成したの
は五
四
年六

月で
ある 。

ま
た 、
県営木
更
津南
部工
業用水
道事業と
して 、
四四
年四
月 、
豊
英ダム
が
完成 、
四
七
年

一
O月に
は
郡ダム
が
給水を
開
始した 。
こ
の
ほか 、
小
糸川
河口
に
河口
湖を
作るとい
う

雄大

な
構想も
あっ
た 。
つ
まり 、
」
の
構想は
河口
に
湖を
作っ
て 、
ここ
に
水を
貯留しよ
うとい
う

もの
で 、
小植川
河口
部に
大
規模なモ
デル
河口
湖を
築造して
実
験が
行なわ
れた 。
調査は四

君津製銭所の小糸川取水堰
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一
年度まで
続け
られ 、
小
糸川
河口
湖は
事業
採
択まで
行なわ
れたが 、
水
質
確保に
不
安が
残

り 、
その
後の
埋
立て
計画の
縮
小や
高コ
ス
ト

の
問
題か
ら
見送られ 、
実現にい
た
らなかっ
た 。

E
 
小
糸
川
と
産
業

徳川
時
代 、
小糸川に
は
舟運が
あっ
て 、
その
上
流地に
産
する
米
穀 、
薪
炭 、
その
他の
物
資

を
下
流に
運ん
だ 。
上
流の
市宿村に
集荷の
ための
会所が
設けられ 、
出
荷さ
れる
物資に
は 、

価格の
十
分の一
に
相当
する
税が
徴収された
とい
う 。
こ
の
事業は
官営で
代
官の
支配下に
あ

っ
た 。
十
分の一
役所と
称して 、
こ
れを
請
負に
するこ
と
も
あり 、
その
請
負人を
十
分の一
請

負人といっ
た 。

川
下げした
物
資は
川
尻で
陸
揚げし 、
さ
らに五
大力
船に
積みか
えて
江戸 、
その
他に
運搬

したの
で
ある 。
周
西
幼
稚園の
北
側に
あっ
た
とい
わ
れる
小笠
原兵
庫の
陣屋
も 、
」
の
川
下げ

物
資の
集
荷所で
あっ
た
とい
う
意見の
人
もい
るが 、
しか
し

定かで
ない 。

川
下げに
は
舟と
筏が
利用さ
れたよ
うだ 。
川
舟は
長さ六
i七

間
(一
0・
九
1十二・

七二

メ
ー
トル) 、

幅二
間
(三・
六メ
ー
トル)

ない
し二
間
半
(
約五メ
ー
トル)
ぐ
らい
の
平たい

型で 、
舟の
中
央に
屋
形が
あっ
て 、
柱をたて
てこ
れに
綱をつ
け 、
両
岸を
曳い
て
上が
るの
で 、

少な
くと
も船頭と
舵子 、
曳子の
合
計三
人が
乗っ
てい
た 。
川を
下ると
きは
市宿
村か
ら川
下

の
川
岸まで一
日で
到
着するが 、
上
る
と
きは
ほ
ぼ三
日を
要してい
た
とい
う 。
ま
た
筏は 、
丸

太を
組ん
だ
もの
で 、
秋元・
小糸
方面か
ら 、
竹 、
丸
太 、
炭等を
搬
出
するの
に
利用された 。

舟の
運
行は 、
秩の
彼岸か
ら
春の
彼岸まで
は
自
由だっ
たが 、
い
わ
ゆる
耕地の
潅
甑用水を

圃五大力船
重
い
荷
物
を
乗
せ
る
の
で
五
大
菩
薩
の
五
大
力
を
と

っ
て
名
付
け
ら
れ
た。

五
大
菩
薩
と
は
国
を
守
る
五
人

の
大
力
の
菩
薩
の
こ
と
で
あ
る。

帆
船
で
薪
・

炭
・

干

鰯
な
ど
を
江
戸
へ
運
び、

帰
り
は
衣
料、

雑
貨
な
ど
を

運
搬
し
た。
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必
要と
する
春か
ら
秋にか
けて
は 、
川をせ
き止めて
留場が
作られるため 、
舟の
運
行が
制限

さ
れた 。
それで
も月三
日
ぐ
らい
は
留
場が
開
放され 、
ま
た
臨時の
場合は 、
留場の
管理
者に

連
絡し 、
了
解をとっ
て
通
行
する
慣わしに
なっ
てい
た 。

川
下
げが
もっ
と
も盛んで
あっ
たの
は 、
幕
末か
ら
明
治
初期にか
けてで
あっ
た
とい
わ
れて

い
る 。
それ
も
大正の
初期か
らしだい
に
陸の
交
通が
発
達し 、
舟や
筏によ
る
川
下
げはしだい

に
衰退した 。
特に
大正
二一
年の
関
東大
震災によっ
て
小糸川の
川
底の
凸
凹が
は
げし
くな
り 、

また
通
路がふ
さが
れ 、
舟 、
筏の
運
行は
決定
的な
打
撃を
受けるこ
とに
なっ
た 。

N 

糸
)[[ 
と
橋

人
見
大
橋

外
箕輪1人
見
線の
小
糸川上
に
「人
見大
橋」
を
架けるこ
とに
な
り 、

昭
和五
九
年
度か
ら
着

工
してい
たが 、
六三
年一
O月
完成 。
同
月八
日人
見
自治
会な
らび
に
人
見土
地
区画整理
組合

の
主
催で
「高
欄
竣工
記
念式
典」
が
挙行された 。

同道
路は 、
君
津か
ら
富
津へ
抜ける
幹
線道
路と
して

予定さ
れてい
る
もの
で 、
将
来 、
車両

通
行の
激
増が
見込まれてい
る 。

人
見大
橋の
規
模は 、
橋長八
0・
五メ
ートル 、

幅
員は
車道一
一
メ
ートル 、

車
道の
両
側に

歩道が
設
置さ
れてい
る 。
歩道の
幅は
そ
れ
ぞ
れ三・
五メ
ー
トル 。

現
在 、
注目を
集めてい
る
東
京
湾横断
橋を
記
念して 、
アル
ミニュ
ーム

製の
高
欄に工
夫を

こ
らし 、
近
代感覚に
あふ
れたデザ
イン
に
なっ
てい
る 。
橋台の
上に
は 、
妙
見大
菩
薩がお
乗

人見大橋
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りに
なる
使い
亀と
しての
由
来が
あり 、
人
見
神
社の
象徴で
ある
亀が
安
置されてい
る 。

二 、
0
0
0台以上の
車両交通が
見込ま
れる人
見大
橋は 、
そのシ
ン
プル
な
造型
美が
話
題を

集めてい
る 。
人
見大
橋の
総工
費
約四
億二 、
七
O
O万円 。

君
津
大
橋

木
更
津か
ら
君
津・
富津へ
抜ける
国道
二ハ
号
線 。
俗に
産
業道
路と
も
呼ば
れてい
る 。
同
道

路の
小糸川上
に
四
九
年八
月 、
「君
津大
橋」
が
完成した 。

橋の
規
模は 、
長さ一
九五メ
ートル 、

幅員
二一・
二
五メ
ートル 。

幅
員の
内訳は
車道八・

四五
タートル 、
歩
道部三メ
ー
トル 。

総工
費は四
億一 、
000
万
円 。

)
 
の‘ω(

 人
見
橋

人
見橋の
架設さ
れた
時期につ
い
て
は正
確な
資料が
残っ
てい
ない 。
と
はい
え人
見
橋は 、

昔か
ら
木
更
津 、
富津を
経
由して
房総
国
道に
通ずる
重
要な
橋で
あっ
た 。
こ
うしたこ
とか
ら

道
路が
県道に
昇
格した
と
き
新設さ
れたの
で
は
ない
か
とい
う
説が
ある 。
そ
れまで
は
渡
舟が

利用さ
れてい
た
らし
く 、
石
井
為次
郎が
渡
守をしてい
た
とい
う
記
録が
残っ
てい
る 。

人
見
橋も
当
初は
木
造で 、
他の
橋と
同
様に
大雨の
と
きは
流失してい
る 。
特に
明
治四三
年

るくさん

上
流の
六
三
橋
(六
手) 、
釜
神
橋(
釜
神)
も
流失してお
り 、

か
な
りの

に
は
人
見
橋の
ほ
か 、

大
洪水で
あっ
たこ
とが
理
解で
きる 。

明
治四
四
年一
O
月に
再
建さ
れた
木
造の
人
見
橋は 、
幅二
間
半
(
約四・
五メ
ートル) 、

長

さ
四
O
間(
約七三メ
ートル) 、

六 、
三
九一
円の
県費を
投じた
と
記
録に
残っ
てい
る 。

人
見
橋は
大正一
O年に
も
流失してい
る 。
こ
の
と
きは
神
門地
区の
消
防団の
人た
ちが
両
岸

に
鉄
線を
張り 、
大
伝馬
舟で人を
渡した
とい
う

逸
話が
残っ
てい
る 。
県の
援助で
再建さ
れた 日

君津大橋

/ 

橋
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人
見
橋は 、
長さ
四
O間
(
約七三メ
ートル) 、

幅二
間
半
(
約四・
五メ
ー
トル)
とい
う
規
模

で
あっ
た 。

昭
和二
O年八
月 、
小糸川は
大雨で
再び
氾
濫する 。
こ
の
と
き人
見
橋の
や
や上
流に
係
留さ

れてい
た
日
本
軍の
上
陸用
舟艇が
流さ
れ 、
人
見
橋の
橋脚に
激
突 。
橋は
両
端部分を
残して 、

中
央は
ほ
ぼ
全
潰した 。
こ
の
と
きも
鉄
線と
大
伝馬
舟が
活用さ
れてい
る 。
つ
ま
り

和
泉屋
米
庖

の
前か
ら
対岸の
天
笠家(屋
号幸助)
の
前まで
鉄
線が
張られ 、
人だ
けで
な
く
自
転
車も
渡し

てい
る 。
その
後 、
応
急措
置として
橋の
中
央部分を
修
繕し 、
仮橋として
使用してい
たが 、

昭
和二
三
年 、
と
きの
鈴
木町
長が
県に
陳情し 、
人
見
橋の
再建を
図っ
た 。

その
結
果 、
県は二
四
年か
ら二
五
年にか
けての一一ヵ
年
継
続の
国
庫補助道路
改良工
事費の

橋
梁
架け
換え工
事として
採
択するこ
とを
決定し 、
二
四
年三
月か
ら測量およ
び
地
質調査が

実施さ
れ 、
同
年七
月八
日
起工
式が
挙行さ
れた 。

橋は 、
潮によ
る
腐
食等を
考
慮して 、
鉄
筋コ
ン
ク
リー
ト 、
ゲルパ

役
橋として
設
計さ
れ 、

総工
費一 、
五三
六
万
円をか
けて 、
二
六
年七
月
竣工
した 。

橋の
規
模は 、
長さ六五メ
ートル 、

有効幅
員五・
五メ
ー
トル 、

い
わ
ゆ
る
現
在の
人
見
橋で

ある 。その
人
見
橋に
歩道橋が
設
置さ
れたの
は
昭
和四
O年で
ある 。
モ
ータリゼ
lシ ョ
ン
化に
伴

っ
て
車の
通
行が
多くな
り 、

歩
行者の
危
険が
増大したこ
とか
ら 、
神
門の
住
民
約二
百
名が 、

その
拡
幅を
県土
木課
木
更
津出
張所に
嘆
願 、
その
願い
が
聞
き
届け
られたの
で
ある 。
しか
し 、

橋その
もの
の
拡
幅が
困難なた
め 、
既
設
橋
梁の
東
側に
歩道が
補
強さ
れた 。
ま
た
橋の
大
堀
側

に
信号
機が
設
置さ
れたの
もこ
の
と
きで
ある 。

木造の人見橋、 昭和26年に現在のコンクリー卜橋となる
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 周西
橋

明
治七
年六
月 、
人
見の
高橋
亀吉は
(屋
号
善五
郎)
千
葉
県の
許
可を
うけ 、
小
糸
川にお
け

る
渡船業を
開
業してい
る 。
その
料金は
左
記の
とお
りだが 、
」の
渡船も
大正
初期に
は
橋に

変わっ
てい
る 。

【小糸川渡船の
運賃〕

wv
男女と
も一
人H二
厘

wv五
歳
以上一
二
歳未満H一
厘

wv
牛馬一
疋H二
厘

wv
荷
付
牛
馬H三
厘

wv
諸
荷
物二
人
持以上一
個H二
厘

wv
両
掛一
荷H一
厘

wv
駕篭一
挺H二
厘

wv
人
力
車一
両日二
厘

wv
小車一
両H一
厘

wv
大
草一
両H二
厘

wv
馬
車一
両H
六
厘

(
明
治一
O年二
月
千
葉
県)

橋といっ
て
も
木造の一
本
橋で 、
降雨によっ
て
小糸川が
氾
濫するとよ
く
流失し
た 。
その

たび
に
近
隣の
人た
ちは
交通の
不
便をかこつ
こ
と
と
な
り 、

町
道
編入
な
らび
に
学
童通
学路と

しての
指定を
町に
要請してい
る 。

周
西
橋、

後
方
は
人
見
山
と
馬
場
作 。

人
見
山

の
鉄
塔
は
旧
海
軍
の
標
識
と
し
て
使
用
さ
れ
た。

ま
た、

馬
場
作
は
現
在、

新
日
銀
の
大
和
田
団

地
に
な
っ

て
い
る
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流失の
記
録を
辿っ
て
み
ると 、
昭
和
二一
年七
月と一
六
年六
月 、
い
ずれ
も
大雨によ
る
小糸

川の
氾
濫で
橋は
流さ
れ 、
地
元の
人た
ちの
努力と
奉仕によっ
て
修
復されてい
る 。
特に一
六

年の
修
復
後は 、
八
重
原の
第二
海軍
航空
廠に
ち
なんで 、
橋の
名
前も
「
廠西
橋」
に
改
称さ
れ

fこ

しか
し 、
こ
の
橋も昭
和二
O年八
月の
大
洪水で 、
上
流の
「
廠南
橋」
と
と
もに
流失 。
廠西

橋は人
見
区
民の
寄附金および
町
費
補助金によっ
て
再
建されてい
る 。
木
橋の
規
模は 、
長さ

五
0メ
ートル 、

幅三メ
ー
トル 、

二
四
年一
月に
着工
し 、
同年五
月一
O
日に
完成してい
る 。

工
費は二
五
O
万
円 、
名
称もまた
「周西
橋」
と
元に一戻されてい
る 。

なお 、
現
在のコ
ン
ク
リ
ート

製
橋梁に
改造さ
れたの
は四
八
年三
月 、
小糸川の
河川
改修に

伴っ
て
実施さ
れた 。

中
橋

za
 中

橋がで
きる
前にこ
こ
で
も
渡船
業が
営まれてい
たこ
と
を
紹介しよ
う 。

その
発
端は 、
明
治四三
年 、
人
見の
守
勇吉(屋
号
叶屋)
が
塩
湯を
始め
たこ
とによ
る 。

ま
り 、

東
京
湾か
ら
舟で
海水を
運び 、
その
海水を
沸か
して

銭湯を
始め
た
とこ
ろ 、
近
隣の
人

た
ちの
評判
もよ
く 、
大
堀か
ら
も入
浴
者が
訪れた 。
こ
の
大
堀か
らの
入
浴
者の
ため
に
渡船業

が
開
始され 、
明
治四三
年 、
木
更
津
警
察
署の
許
可を
得てい
る 。
ま
た 、
渡船
営
業に
当たっ
て

守
勇吉は 、
青
堀
村大
堀の
平
野房次
郎に 、
その
所
有地
使用につ
い
て
承
諾を
得てい
る 。

と
も
あれ 、
舟で
小糸川を
渡り 、
塩
湯で一
日の
疲れをとっ
た
当
時の
風
景が
眼に
浮か
ぶよ

うで
ある 。

当
時 、
渡船料は入
浴
者へ
のサ
ービス
と
して
徴収してい
なかっ
たよ
うだ 。
しか
し 、

人
見 イコ

周西橋の架橋工事=昭和24年
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-
大
堀間の
通
行人の
利用が
増えたこ
と
も
あっ
て 、
大正七
年 、
守
勇吉の
長
男
贋治は 、
正
式

に
木
更
津
警
察
署に
申請し 、
渡船
業を
営
業に
してい
る 。

渡船
営
業
願

君
津
郡周西
村人
見千五
百
九一
番地ノ
三

守
慶治

明治弐弐
年六
月
廿二
日生

私
儀 、
明治四三
年八
月一
六
日 、
発布の
千
葉
県令
第七一
号 、
渡船営業取
締規則を
遵
守し 、

渡船
営
業仕
度 、
御許
可を
成
下さ
れた
く左
記
事項を
具し
申
請仕
候

一 、
渡船場を
設
置
する
河川の
名
称
君
津
郡周西
村人見字押
堀地
先
小糸川

二 、
渡船
場の
位
置及び
官
民有区
別
位
置

青
堀
村大
堀字上
川

周西
村人
見字押
堀地
先

着岸地
但し
渡船
発
着地は
民有地
なる
を
以っ
て
承
諾書を
添附
候

但し
発する
位
置は
自己
所
有に
之
有候

ニ 、
渡船場に
接
続
する
道
路の
種
別
周西
村人
見里
道

向
岸は
青
堀
村大
字大
堀里
道

四 、
横切らん
と
する
河川の
水
面の
間
数

平水
弐拾四
間

増水
参拾四
間

減水
弐拾
間

橋
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五、
渡船期
間及び
其の
終始

期
間
拾ヶ
年
間

大正五
年五
月二
O日よ
り

始
り 、

大正一
五
年五
月一
九日に
終る 。

六 、
船の
種
類、
台数

種
類

4、口
数

伝馬
船

但し 、
長さ
参間四
尺 、
幅六
尺

壱
膿

七 、
乗
載人
員

平水増水減水

八白

人
六
人

0 
人

八 、
搭載
貨物の
斤量

平
水増水

減
水

六
百
斤

四
百
斤

七
百
斤

九 、
客及び
貨物の
渡船
賃(
童間平
水)壱

銭

可inhu
 
η〆“

ィ 、
満一
五
才
以上

ロ 、
満五
才以上一
五
才
未
満

八 、
牛馬壱頭
(
積荷は
無
料)

ニ 、
横又は
弐
才未満の
馬

五
厘参

銭
弐
銭



ホ 、

人
力
車

壱
両

弐
銭

へ
、

自
転
車

士
官
ム口

壱
銭
五
厘

ト 、

乗
合
馬
車

壱
両

五
銭

チ 、

荷
車
(
積
荷
は
無
料)

壱
台

弐
銭

壱
両
(
積
荷
は
無
料)

リ 、

荷
牛
馬
車

参
銭

一

六
貫
ま
で
壱
銭、

貨
物
及
び
羊 、

豚 、

犬
は
一

貫
目
を
増
す
毎
に
五
割
以

ヌ、

羊 、

豚 、

犬 、

内
を
増
加
す
る 。

客
の
手
荷
物
は 、

無
賃
と
す
る 。

十
一

、

水
夫
の
人
数

イ

平
水

壱
人

ロ
、

増
水

弐
人

ハ
、

強
風

弐
人

ニ
、

夜
間

弐
人

但
し

増
水、

強
風 、

夜
間
は
五
割
増
と
す 。

大
正
五
年

右

守

慶
治

さ
れ
て
い
る 。

な
お
記
録
に
よ
る
と 、

大
正
の
中
期 、

鶴
岡
宅
次
郎
(
屋
号
中
橋)

が
専
属
の
渡
守
に
な
っ

た
と
記

こ
の
渡
し
舟
も
大
正
末
期
に
は
一

本
橋
に
変
わ
っ

て
い
る 。
一

本
橋
と
い
う
の
は 、

川
の
な
か
に
長
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さ
二
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
の
丸
太
を
十
数
本
並
列
に
立
て 、

そ
の
上
部
に
小
丸
太
を
横
に
渡
し 、

小
丸
太

の
上
に
長
さ
約
一

0
メ
ー
ト

ル 、

幅
約
0
・

五
メ
ー
ト

ル 、

厚
さ
約
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
板
を
張
っ

た
橋
で
あ
っ

た 。

中
橋
と
命
名
さ
れ
た 。

し
か
し 、

」
の
中
橋
は
小
糸
川
が
増
水
す
る
と
浸
水
し 、

水

が
退
く
ま
で
通
行
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
残
っ

て
い
る 。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
昭
和
二
八
年 、

人
見
・

大
堀
の
有
志
に
よ
っ

て 、

多
少
の
増
水
で
も
浸
水
し
な

い
橋
の
建
設
が
提
言
さ
れ 、

着
工
に
踏
み
き
っ

た 。

新
し
い
橋
は 、

コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
橋
脚
で 、

長

さ
五
0
メ
ー
ト

ル 、

幅
三
・

五
メ
ー
ト

ル 、

工
費
二
八
O
万
円
が
投
下
さ
れ 、

車
の
通
行
も
可
能
と
な

っ
た 。な

お 、

中
橋
の
改
造
に
当
た
っ

て 、

道
路
も
整
備
す
る
こ
と
に
な
り 、

人
見
の
石
井
国
村 、

白
井
源

蔵
が
保
有
の
土
地
を
譲
渡
し
た
ほ
か 、

守
義
雄
は
保
有
地
を
無
償
で
町
に
提
供
し
て
い
る 。

新
装
な
っ

た
中
橋
は 、

以
後 、

周
辺
住
民
の
交
通
を
大
幅
に
利
便
化
し
た
が 、

四
五
年
の
大
洪
水
と 、

こ
れ
に
伴
う
小
糸
川
復
旧
工
事
の
一

環
と
し
て 、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
橋
に
改
造
す
る
こ
と
に
な
っ

た 。

同
橋
が
完
成
し
た
の
は
四
九
年
三
月
で
あ
る 。

. 

酔剛

一本橋ともいわれた時代の中橋
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第
二
節

産
業
組
合

そ
の
他

I 

産
業
組
合・
金
融
業

わが
君
津郡は 、
千
葉
県で
も産
業組合の
設立は
早い
方で
あっ
た 。

産
業組合と
は 、
明
治三三
年三
月六
日に
公
布さ
れた
産
業
組
合法によっ
て
組
織さ
れた
協同

組合のこ
とで
ある 。
今
日の
農
業協同
組
合は 、
こ
の
産
業組合に
端を
発してい
る 。

こ
の
産
業
組合
時
代の
歴
史を
書
き
残し
た
もの
と
して 、
『千
葉
県産
業組合
史』
(
昭
和五
年一

一
月刊
行)
が
ある 。
県下に
ただ一
つ
ある
産業
組合
史だが 、
その
冒頭の
書
き
出し
は
次の
よ

うに
なっ
てい
る 。

「千
葉
県下に
お
ける
産業
組合の
設立は 、
明
治三
四
年三
月 、
君
津郡
吉
野
村に
有限
責
任吉

野信用
組合の
設立
ありた
りを

以て
嘱矢と
する 。」

有限 ー責
任吉野信用
組合は 、
旧
吉
野
村(
現
在の
富
津市)
一
色の
矢部八
弥氏とい
う先
覚
者

の
主
唱によっ
て
設立さ
れた
産
業組合で
あっ
た 。

千
葉
県で
は
じめて

設立
さ
れた
有限
責
任吉
野信用
組合の
区域は 、
現
在の
君
津農
協の
区域

で
ある周
南 、
貞元を
も
包
含する広
域
な
もの
で
あっ
た 。、
そして
その
存
在は 、
こ
の
地
帯に
産

業組合と
は
どん
な
もの
で
あるか
とい
うこ
と
を
認
識させ 、
産
業組合
開拓の
先
鞭をつ
けた
意

味は
大
きい 。

EE
編
入
と
合
併

昭
和
一

二
年
吉
野
村
は
大
貫
町
に
編
入。

昭
和
三
O
年
三
月
三
一

日
大
貫
町
と
佐
賀
町
が
合
併

し
て
大
佐
和
町
と
な
る。

昭
和
四
六
年
四
月
二
五
日、

大
佐
和
町、

天
羽
町、

富
津
町
が
合
併
し
て
富
津
町
と
な
り、

そ
の
後
昭
和
四

六
年
九
月
一

日、

市
制
が
施
行
さ
れ
た。

， ，、
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同
信
用
組
合
は 、

明
治
三
四
年
三
月
一

五
日
に
設
立
認
可
を
受
け
た
が 、

そ
の
後
明
治
四
0
年
代
に

は 、

多
く
の
産
業
組
合
が
県
内
各
地
お
よ
び
君
津
町
に
設
立
さ
れ
て
い
る 。

『
千
葉
県
産
業
要
覧』
(
昭
和
四
年
版)

に
よ
る
と 、

旧
君
津
町
内
に
設
立
さ
れ
た
産
業
組
合
は
次

の
と
お
り
で
あ
る 。

カ
ッ

コ
内
は
設
立
年
月
日 。

wv
有
限
責
任
貞
元
村
信
用
組
合
(
明
治
四
O
年
八
月
一

日)

wv
有
限
責
任
大
和
田
信
用
組
合
(
明
治
四
四
年
二
月
二
一

日)

wv
有
限
責
任
人
見
信
用
組
合
(
明
治
四
四
年
八
月
一

九
日)

wv
有
限
責
任
三
直
信
用
組
合
(
明
治
四
四
年
一
一

月
二
八
日)

wv
有
限
責
任
周
西
村
第
三
信
用
組
合
(
明
治
四
五
年
七
月
一
一

日)

こ
の
よ
う
に
旧
君
津
町
内
で
は 、

明
治
四
0
年
代
に
五
組
合
が
設
立
さ
れ
て
い
る 。

し
か
も
そ
れ
ら

の
組
合
は 、

す
べ
て
信
用
事
業
の
み
を
行
な
う

産
業
組
合
で
あ
っ

た 。
こ
う
し
た
信
用
単
営
の
組
合
は 、

明
治
時
代
に
お
け
る
産
業
組
合
の
特
徴
で
も
あ
っ

た 。

有
限
責
任
人
見
組
合
の
区
域
は
周
西
村
人
見
と
な
っ

て
い
る 。

設
立
当
時
の
理
事 、

監
事
は 、

登
記

名
簿
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
っ

た 。

wv
理
事
リ

天
笠
作
十
郎
・

斉
藤
周
蔵
・

白
井
源
三
・

白
井
和
吉
・

後
藤
栄
次
郎

wv
監
事
H

榎
本
織
蔵
・

天
笠
金
蔵
・

守
朝
次
郎

理
事
筆
頭
の
天
笠
作
十
郎
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
わ
れ
る 。

な
お 、

組
合
長
は 、

そ
の
後 、

大
正
二
年
九
月
に 、

監
事
の
榎
本
織
蔵
が
持
分
を
譲
渡
し
て
脱
退
し
た
た
め 、

そ
の
後
任

と
し
て
守
与
吉
が
監
事
に
就
任 、

ま
た
理
事
の
後
藤
栄
次
郎
が
大
正
五
年
二
一
月
に
辞
任
し
て
い
る 。

大
正
七
年
二
月
に
は
役
員
の
総
改
選
が
行
な
わ
れ 、

次
の
よ
う
に
役
員
が
選
任
さ
れ
て
い
る 。

有限責任人見信用組合の出資証券
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wv
理
事
H

守
吉
司
・

守
与
吉
・

高
橋
万
次
郎
・

伊
川
源
蔵
・

石
井
伊
之
松

wv
監
事
H

守
弥
十
郎
・

天
笠
常
吉
・

白
井
和
吉

こ
の
と
き
の
組
合
長
は
守
吉
司
で 、

昭
和
四
年
度
ま
で
そ
の
任
に
あ
り 、

昭
和
五
年
度
か
ら
伊
川
源

蔵
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
て
い
る 。

し
か
し 、

そ
の
経
営
は
貸
付
金
の
固
定
等
に
よ
っ

て
不
振
と
な
り 、

昭
和

二一
年
一
二
月
一

日
に
解

散
し
て
い
る 。

そ
れ
も
「
産
業
組
合
法
附
則
第
四
条
に
依
り

解
散
す」

と
あ
る
か
ら 、

行
政
命
令
に
よ

る
解
散
と
思
わ
れ
る 。

そ
し
て
昭
和
一
一

年
六
月
二
四
日 、

組
織
を
有
限
責
任
か
ら
保
証
責
任
に
改
め 、

保
証
責
任
周
西
村

信
販
購
利
組
合
と
し
て
再
出
発
し
て
い
る 。

昭
和

二ハ
年一

O
月
二
一

日
に
は
保
証
責
任
大
和
田
信
販

購
利
組
合
と
合
併
し
て 、

保
証
責
任
周
西
村
信
販
購
利
組
合
と
な
っ

て
い
る 。

そ
の
当
時
の
理
事 、

監
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ

た 。

wv
理
事
H

保
坂
亀
次
郎 、

岡
崎
彦
次
郎 、

岡
崎
源
衛
門 、

高
橋
松
次
郎 、

高
橋
喜
太
郎 、

秋
元
猪
次
郎 、

茂
田
育
三 、

贋
部
徳
蔵 、

贋
瀬
清
助 、

守
市
五
郎 、

大
森
辰
蔵

wv
監
事
H

刈
込
徳
三
郎 、

秋
元
源
次 、

茂
田
義
助

組
合
長
に
は
保
坂
亀
次
郎
理
事
(
当
時
周
西
村
長)

が
選
任
さ
れ
て
い
る 。

事
務
所
は
久
保
に
お
き 、

-
大
和
田
に
支
所
が
お
か
れ
て
い
る 。

以
上 、

明
治
時
代
に
設
立
さ
れ
た
産
業
組
合
の
設
立
当
時
の
状
況
と 、

そ
の
後
の
動
き
を
主
と
し
て

登
記
原
簿
に
よ
っ

て
述
べ
た 。

現
在 、

久
保
に
あ
っ

た
事
務
所
は
君
津
農
業
協
同
組
合
本
庖
に 、

ま
た
大
和
田
の
事
務
所
は
君
津
農

協
大
和
田
支
庖
と
な
っ

て
い
る 。
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大
正
年
聞
は 、

こ
の
地
域
が
大
き
く
変
わ
る
時
期
で
あ
っ

た 。

こ
の
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て 、

農
村

の
事
情
も
変
わ
り 、

そ
れ
に
伴
っ

て
産
業
組
合
の
組
織
も
変
わ
っ

て
き
た
の
で
あ
る 。

そ
の
環
境
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
一

番
大
き
な
原
因
は 、

こ
の
地
帯
に
鉄
道
が
開
通
し
た
こ
と
で
あ

ろ
う 。鉄

道
北
保
線
(
現
在
の
内
房
線)

が
木
更
津
ま
で
開
通
し
た
の
は 、

大
正
元
年
八
月
二
一

日
で
あ
っ

た 。

そ
れ
ま
で
は
木
更
津
1

霊
巌
島
聞
の
定
期
航
路
が
あ
っ

て 、

そ
れ
に
よ
っ

て
東
京
と
の
往
来
が
な

さ
れ
て
い
た 。

木
更
津
ま
で
は
乗
合
馬
車
か
徒
歩
で
あ
っ

た 。

鉄
道
の
敷
設
が
さ
ら
に
進
み 、

周
西
村
に
駅
が
お
か
れ
た
の
は
大
正
四
年
一

月
一
五
日
で
あ
る 。

周

西
駅
と
命
名
さ
れ
た 。

そ
の
後 、

周
西
村
が
八
重
原
村
と
合
併
し
て
君
津
町
と
な
っ

た
の
で 、

昭
和
三

一

年
四
月
一

O
日
に
君
津
駅
と
改
名
さ
れ 、

今
日
に
い
た
っ

て
い
る 。

鉄
道
の
開
通
に
よ
っ

て 、

千
葉
お
よ
び
東
京
と
の
時
間
的
な
距
離
が
短
縮
さ
れ 、

こ
の
地
帯
の
人
々

は 、

以
前
よ
り

は
る
か
に
気
軽
に
千
葉
や
東
京
に
出
か
け 、

都
会
の
文
明
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ

た 。

そ
れ
は
大
き
な
変
わ
り

か
た
で
あ
っ

た 。

ま
た 、

こ
の
地
域
の
主
産
業
で
あ
る
農
業
は 、

水
利
の
改
良
に
よ
っ

て
稲
作
は
安
定
し 、

収
穫
量
は

年
々
増
大
の
一

途
を
た
ど
っ

て
い
っ

た 。

畑
作
で
は
甘
藷
・

馬
鈴
薯 、

各
種
の
そ
菜
類
も
広
く
作
付
け
さ
れ 、

自
家
用
に
供
さ
れ
る
と
と
も
に

他
に
販
売
し 、

貴
重
な
現
金
収
入
の
源
と
な
っ

た 。

と
り

わ
け 、

そ
ら
豆
は
水
田
裏
作
振
興
と
し
て 、

明
治
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
広
く

栽
培
さ
れ 、

「
周
西
そ
ら
豆」

と
し
て
東
京
に
向
け
て
大
量
に
出
荷
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ

た 。

気
候
温
暖
な
こ
の
地

方
で
は 、

そ
ら
豆
の
収
穫
期
が
五
月
で 、

他
の
地
方
よ
り
も
若
干
早
い
こ
と
が
幸
い
し 、

消
費
者
に
珍

平昭昭昭昭昭昭昭昭一合昭昭昭昭昭昭設昭 君
成和和和和和和和和期併和和和和和和立和津
元六五五五四四四四三時三三三三二二当二農

年一八五二九六三O年 九六三O七五時三協
年年年年年年年年) 年年年年年年 年人

四 一見
月 月選

白 白守守高大大二出
井 井 浦森森三歴

辰 辰治 日代
次 次郎彰寅辰辰設理
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重
さ
れ
た
か
ら
で
る 。

内
房
線
が
開
通
し 、

汽
車
輸
送
が
可
能
と
な
る
と 、

出
荷
量
は
急
激
に
ふ
え 、

周
西
駅
か
ら
は
毎
年

五
月 、

が
そ
ら
豆
専
用
列
車d

が
出
て
行
く
よ
う
に
な
っ

た 。

こ
の
よ
う
な
動
向
の
な
か
で 、

こ
の
地

区
に
設
立
さ
れ
た
産
業
組
合
も
発
展
し
て
い
っ

た
と
思
わ
れ
る 。

電

気

E 東
京
電
力
が
『
千
葉
県
君
津
郡
市
に
お
け
る
電
気
事
業
変
遷
史』
と
い
う
小
冊
子
を
発
行
し
て
い
る 。

そ
れ
か
ら
類
推
す
る
と
人
見
に
電
灯
が
つ
い
た
の
は 、

大
正
の
末
期
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
わ
れ
る 。

鉄
道
と
同
様
に
文
明
の
利
器
で
あ
る
電
灯
が
わ
が
国
で
点
灯
し
た
の
は
明
治
二
O
年
一

月 、

当
時
は

白
熱
灯
で
あ
っ

た 。

そ
の
後 、

各
地
に
電
灯
会
社
が
設
立
さ
れ 、

し
だ
い
に
地
域
へ
も
普
及
し
て
い
っ

た 。

前
記
の
冊
子

に
よ
る
と 、

木
更
津
電
灯
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
は
明
治
四
三
年 、

木
更
津
町
の
石
川
貞
次
郎
を

は
じ
め
町
の
有
力
者
に
よ
っ

て 、

資
本
金
二
O
万
円
で
創
立
さ
れ
た 。

供
給
区
域
は
木
更
津
町 、

巌
根

村 、

長
浦
村 、

楢
葉
村 、

金
田
村 、

清
川
村
の
一

部
と
波
岡
村
の
一

町
六

ヵ
村
で
あ
っ

た 。

営
業
開
始

時
は
配
電
線
の
具
合
が
悪
く
て 、

大
風
が
吹
く
と
よ
く

停
電
し 、

巷
で
は
「
文
明
の
利
器
と
い
っ

て
も 、

よ
ほ
ど
石
油
(
白
灯
油)

ラ
ン
プ
の
方
が
よ
い
」

と 、

悪
口
を
た
た
か
れ
た
そ
う
で
あ
る 。

当
時 、

電

灯
は
一

O
触
光
(
一
三
ワ
ッ
ト)

か
一
六
触
光
(
二
O
ワ
ッ
ト)

が
普
通
で 、

二
四
触
光
(
三
O
ワ
ッ

ト) 、

三
二
触
光
(
四
O
ワ
ッ
ト)

を
使
う

家
庭
は 、

よ
ほ
ど
の
金
持
で
あ
っ

た 。

貸
付
配
線 、

貸
付

電
球 、

電
灯
一

灯
新
設
代
を
含
め
た
料
金
は
約
八
円 。

ま
た 、

大
正
一

四
年
ご
ろ
の
一
ヵ

月
の
電
灯
定
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額
料
金
は
一

O
触
光
七
O
銭、
一

六
触
光
八
五
銭、

二
四
触
光
一

円
五
銭、

三
二
触
光
一

円
二
五
銭
と

な
っ

て
い
る 。

そ
し
て 、

君
津
電
灯
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
は
大
正
四
年
で
あ
る 。

資
本
金
一

O
万
円 、

社
長

の
名
前
は
記
録
に
残
っ

て
い
な
い 。

君
津
郡
佐
貫
町
鶴
岡
に
発
電
所
が
設
置
さ
れ 、

コ
ー
ク
ス
を
燃
料

と
す
る
出
力一
二

O
馬
力
(一

五
七
・

五
キ
ロ
ワ
ッ
ト)

の
火
力
発
電
で
あ
っ

た 。

大
正
七
年
三
月
か

ら
小
規
模
な
が
ら
供
給
を
開
始
し
て
い
る 。

し
か
し 、

同
会
社
も
大
正

一

年
五
月 、

帝
国
電
灯
に
買
収 、

吸
収
さ
れ 、

帝
国
電
灯
阿
君
津
発
電

所
と
な
っ

た 。

君
津
郡
湊
町
に
湊
営
業
所
が
あ
り 、

電
力
の
供
給
区
域
は 、

湊
町 、

天
神
山
村 、

竹
岡

村 、

環
村 、

大
貫
村 、

佐
貫
町 、

富
津
町 、

青
堀
村 、

周
西
村 、

飯
野
村
の
三
町
七
村
で 、
一

万
五
O

O
軒
へ
供
給
し
た 。

そ
の
帝
国
電
灯
も
大
正
一

五
年 、

東
京
電
灯
側
に
吸
収 、

合
併
さ
れ
て
い
る 。

当
初 、

石
油
ラ
ン
プ
の
方
が
よ
い
と
悪
口
を
た
た
か
れ
た
電
灯
も 、

基
本
的
に
そ
の
明
る
さ
と
便
利

さ
は
驚
異
的
で 、

無
点
灯
の
家
庭
か
ら
羨
望
の
眼
で
み
ら
れ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い 。

第一

に
ホ
ヤ

の
手
入
れ
が
不
要
で
あ
っ

た
こ
と
も
大
き
な
魅
力
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う 。

な
お 、

電
気
事
業
変
遷
史
に
は
い
ろ
い
ろ
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
掲
載
さ
れ
て
い
る 。

ま
た 、

変
遷
ρ
な
か
か
ら
特
記
す
べ
き
こ
と
を
あ
げ
る
と 、

木
柱
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

柱
に
代
わ
っ

た
の
は
昭
和

二
八
年 、

裸
硬
銅
線
に
代
わ
っ

て
ビ
ニ
ー

ル
被
覆
電
線
(
O
W
電
線)

が
使
用
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
八

年
で
あ
る 。

な
お
昭
和
二
九
年
に
は
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
自
転
車
に
代
っ

て
バ
イ
ク
が
登
場 。

色
は
そ
の
ま
ま
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
の
黄
色
が
採
用
さ
れ
た 。
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E
 
鉄

道

わ
が
国
初
の
鉄
道
が
新
橋
・

横
浜
間
二
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
敷
設
さ
れ 、

営
業
運
転
を
開
始
し
た
の

は
明
治
五
年
九
月
で
あ
る 。

そ
れ
ま
で
の
交
通
機
関
で
あ
る
馬
や
駕
篭
に
代
わ
っ

て
登
場
し
た
こ
の
文
明
の
利
器
は 、

や
が
て
わ

が
国
の
交
通
機
関
の
主
要
を
占
め
る
こ
と
に
な
る 。

明
治
二
五
年
六
月
の
鉄
道
敷
設
法
の
改
正
で 、

千
葉
1

蘇
我
1

木
更
津
1

北
候
1

勝
浦
1

大
原
ま
で

の
北
保
線
(
現
在
の
内
房
線)

が
企
画
さ
れ 、

第
I

期
工
事
と
し
て
千
葉
か
ら
木
更
津
ま
で
の
鉄
道
敷

設
工
事
が
開
始
さ
れ
た
の
は
明
治
四
三
年
四
月 、

同
工
事
は
約
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
大
正
元
年
八
月

二
一

日
に
竣
工
し
た 。

つ
づ
い
て
第
E
期
工
事
と
し
て
上
総
湊
駅
ま
で
路
線
が
延
長
さ
れ
た
の
は
大
正

四
年
一

月
一

五
日 、

」
の
と
き
周
西
駅
が
誕
生
し
た 。

木
更
津
か
ら
上
総
湊
ま
で
の
路
線
延
長
に
当
た
っ

て
は 、

当
初 、

木
更
津
か
ら
八
重
原
を
経
由
し 、

現
在
の
国
道

二一
七
号
線
を
南
下
し
て
佐
貫
町
に
抜
け
る
と
い
う
青
写
真
で
あ
っ

た 。

し
か
し 、

そ
の

沿
線
句
一

部
町
村
か
ら 、

蒸
気
機
関
車
に
よ
る
煙
害
や
火
災
を
恐
れ
る
声
が
あ
が
っ

た 。
一

方 、

海
岸

線
の
町
村
で
は
こ
れ
を
積
極
的
に
誘
致
し
よ
う
と
す
る
相
反
す
る
動
き
が
あ
っ

た 。

海
岸
線
へ
の
路
線
変
更
を
働
き
か
け
た
の
は 、

周
西 、

青
堀 、

大
貫
方
面
の
有
志
で 、

鉄
道
省
へ
の

陳
情
な
ど
に
そ
の
積
極
さ
が
み
ら
れ
る 。

な
か
で
も
熱
心
だ
っ

た
の
は
青
堀
村
の
鳥
海
才
平
と
周
西
村

の
鈴
木
吉
兵
衛
で 、

吉
兵
衛
は
所
有
土
地
七
反
を
周
西
駅
設
置
用
地
と
し
て 、

鉄
道
省
に
寄
附
す
る
こ

と
を
申
し
出
て
い
る 。

こ
う
し
た
経
緯
の
な
か
で
北
保
線
は
現
在
の
路
線
に
決
定
し
た
わ
け
だ
が 、

す

く
な
く
と
も
今
日
ま
で 、

そ
の
恩
恵
の
大
き
さ
に
異
論
を
は
さ
む
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う 。

房総西線、 後は人見山
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約
四
O
年
の
問 、

地
域
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ 、

利
用
さ
れ
て
き
た
「
周
西
駅」

が 、
「
君
津
駅」

に
改
称
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
一

年
四
月
一

O
日
で
あ
る 。

そ
の
背
景
に
は 、

昭
和
二
九
年
に
行
な
わ
れ

た
周
南
・

貞
元
村
の
合
併
が
あ
る 。

駅
名
改
称
に
当
た
っ

て
は
い
ろ
い
ろ
と
論
議
さ
れ 、

国
鉄
も
ま
た
駅
名
の
変
更
は
し
な
い
と
い
う
原

則
か
ら
難
色
を
示
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
る
が 、

鈴
木
誠
一

町
長
を
は
じ
め
鈴
木
弁
蔵
県
会
議

員 、

伊
能
繁
次
郎
・

福
井
順
一

代
議
土
ら
が
奔
走
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る 。

さ
ら
に
四
一

年
七
月
に
は

君
津
駅
ま
で
電
化
さ
れ 、

四
五
年
三
月
に
は
複
線
化
が
完
成
し
て
い
る 。
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